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■下水道には、「公共下水道」「農業集落排水」「合併浄化槽」があります

　本市の公共下水道は、昭和63年に供用を開
始し、開始後30年以上経過しています。皆さ
んの家庭から排出された汚水は、敷地内に設置
されている「公共ます」から、市で管理をして
いる「下水道管」を通り、岩沼市にある県南浄
化センターで処理され、海に放流されています。
※県南浄化センターの管理は宮城県で行ってい
　ます。市町がそれぞれに処理するよりも効率
　的に一括処理できるので、コストの削減にも
　つながっています。

　農業振興地域として指定された地域などで、農業用排水の水質
を保つために集合処理する汚水処理施設です。本市では、平成９
年に斎川地区に、平成19年に越河地区にクリーンセンターを設置
し、汚水の処理を行っています。処理されてきれいになった水は
川へ放流しています。

　個人で家の敷地内に設置して、水洗トイレの排水だけではなく、台所やお風呂の生活排水も併せて処
理する汚水処理施設です。保守点検、清掃、法定検査が義務づけられています。
　初めて浄化槽を設置する、またはくみ取り式や単独浄化槽から合併浄化槽に変更する場合には、予算
の範囲内で補助をしています。詳しくは上下水道事業所にお問い合わせください。

　２カ月に１回、水道と下水道のしくみや事業についてお知らせしています。
　今回は、下水道のしくみとその効果についてお知らせします。問上下水道事業所　☎25-5522

～下水道のしくみ～

くらしのなかの 水道・下水道水道・下水道

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

■下水道の役割
　　家庭や工場などから流す「汚水」と「雨水」
を併せて「下水」と呼びます。本市では、汚
水と雨水を別々の管で処理しており、その処
理方式を「分流式下水道」と言います。
　下水道は、皆さんが健康で安全・安心かつ
快適な生活を送るためだけではなく、川や海
などの水質が悪化することを防止し、豊かな
自然環境を保全するために大きく役立ってい
ます。

▲越河地区クリーンセンター

●雑排水が側溝に流れないので、悪臭の
　発生や伝染病を防ぎます。

●汚水をきれいにして放流することで、　
　海や川の水質の悪化を防ぎます。

●市内に降った雨水を集めて、河川など
　に排除することで浸水被害を防ぎます。

【下水道の効果】

①公共下水道

②農業集落排水処理施設

③合併浄化槽（①、②以外の区域）
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▲一般的な下水道のしくみ
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

経常収支 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円 -12.9億円

企業債
借入金返済 6.8億円 7.1億円 7.5億円 9.5億円 9.6億円 9.7億円 7.7億円 7.7億円 6.1億円 5.3億円

１市２町
必要額 19.7億円 20.0億円 20.4億円 22.4億円 22.5億円 22.6億円 20.6億円 20.6億円 19.0億円 18.2億円

●�公設公営において、連携プランを実施した場合の令和４年度から10年間の公立刈田綜合病院の収支 
シミュレーション

地域医療の
維持・充実

住民
サービスの
向上

財政運営の
バランス
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